
■横山中学校区 C-1 【地域のありたい姿と必要なこと】 第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
つながりの生まれる場所 美味しい食事付き！

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

・様々な世代や背景の市民が、それら属性に関係なく、気軽に集まりつながれる場所・機会をつくる。
・居場所づくり≒食事の場。食事の場は、世代に関係なく誰もが集まる場所。 “誰でも”集えて、“つながり”
が生まれる場所づくり。

核となる
人・団体
選び

想い

次にソフト
（楽しいイベン
ト、食事）

最初は茶話会
かなぁ…

集う場所の
ピックアップ 地域の状況を

リサーチ

夏祭りの
ノリで実行！！ モデル事業化お金を出す

（現）地域住民協
議会の活用・発展
（市民センター）

地域の会館の
活用

まずハード
（場所）の確保

地域
ウォーキン
グの開催

市民事務所
センターの
使いやすさ
の改善

資金確保
軌道に
乗るまでの
サポート

切口の検討市で予算化

実績を
つくって
いく

中学校に
呼びかけ

福祉事業所
や医療機関
も巻き込む

地域住民
一人一人の
役割の
明確化

地域情報の
共有

非常食の
試食会
（おいし
い！）

シ
フ
ト

し
て
い
く
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町会は
新しい動きを
しにくい

限られた人
だけになら
ないように

「年代別」
の協力者として
参加できる人が

必要と
なってくる

楽しい会話と
美味しい食事で
人を集める

それぞれの
世代間の
調整役が必要

どのように
担う人を
集めるのか

だれが核に
なる？

小学校だと運営
側の負担大きい

ほどよくできる
中学校

中学校のボラン
ティアなど
既存の団体を
取り込めたら

地域の社会資源
何があるのか

クリニックに
付属している
食事を活用でき
ないか

楽しめるもの
場所は何か
検討が必要

子ども会など
所属する

基盤はあるが
それだけでは
続かない

活動を継続
できる場が
必要

すでにある場所
を活用していく

集いの場として
ふれあい館、市民セン
ターなどがある

→市民との結びつけ、
ムードづくりが必要

現時点で、施設
の目的に合った
使い方が
できてない

つながりの生まれる場所
美味しい食事つき！
→場所はどこにする？

施設が使われ
ているが
地域全体の
つながりに
なるのか

既存の場所の
空き時間・
スペースの
活用できないか

人が集まるため
に活用されて
いない

本来、町会
子ども会、老人会
などの地域組織と
思いますが
現在無理

食事
食材の費用は
どこから？

会館の詳しい
活用方法が
わからない

ハード面の確保ソフト面の確保
→つながれる・楽しめる場所・環境づくり

予算の確保 どう人を集めるか 担い手の確保


